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10
月

19

日(

日)

ロ
ー
ド
ビ
ル
３
階
会

議
室
で
広
島
自
治
労

連
第

36
回
定
期
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

  

最
初
に
来
年
実
施

の
第

18
回
地
方
自
治

研
究
集
会

in
広
島
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
ニ
ュ
ー
ス
タ

イ
ト
ル
の
最
優
秀
賞

と
特
別
賞
受
賞
者
へ

の
記
念
品
授
与
か
ら

ス
タ
ー
ト
。 

 

経
過
報
告
で
は
浜

崎
書
記
長
よ
り
、
広

島
で
開
催
さ
れ
た
３

つ
の
全
国
大
会
の
成

功
。
戦
後
、
被
爆

80

年
と
し
て
リ
レ
ー
旗

を
掲
げ
て
の
平
和
行

進
。
そ
し
て
現
在
全

国
自
治
研
究
集
会
の

成
功
に
向
け
た
取
り

組
み
を
報
告
。 

 

中
石
執
行
委
員
長

に
よ
る
運
動
方
針
提

案
で
は
、
世
界
各
地

で

続

く

戦

争

の

廃

絶
。
憲
法
、
平
和
を

守
る
た
め
の
取
り
組

み
や
組
織
拡
大
。
そ

し
て
全
国
自
治
研
の

成
功
を
重
要
課
題
と

し
て
提
案
。
秋
季
年

末
闘
争
方
針
で
そ
の

実
現
に
向
け
た
運
動

参
加
等
の
呼
び
か
け

を
行
い
ま
し
た
。 

 

討
論
で
は

10
本
の

発

言
。
全

て

の

提

案
、
大
会
宣
言
と
共

に
「
核

兵

器

の

な

い
、
平
和
な
世
界
の

実
現
を
目
指
す
」
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
。
平

和
、
公
務
公
共
を
取

り
戻
し
、
増
勢
を
皆

が
目
指
す
大
き
な
一

歩
と
な
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。 

 

■
広
島
市
職
労 

 

平
田
県
本
部
執
行
委
員 

 

保
育
園
調
理
員
実
技

講
習
会
で
調
理
員
と
保

育
士
が
集
ま
り
、
調

理
、
試
食
。
調
理
の
工

夫
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
伝

え
た
り
、
職
場
の
悩
み

や
大
変
さ
を
語
り
合

い
、
次
も
参
加
し
た

い
、
年
に
複
数
回
開
催

し
て
ほ
し
い
と
感
想
が

あ
っ
た
。
会
計
年
度
任

用
職
員
２
名
加
入
、
引

き
続
き
が
ん
ば
り
た

い
。
認
定
こ
ど
も
園
化

に
つ
い
て
組
合
と
事
前

協
議
を
行
う
こ
と
を
再

三
申
し
入
れ
た
が
、
可

部
南
認
定
こ
ど
も
園
の

設
置
、
保
育
内
容
に
つ

い
て
議
会
説
明
後
に
、

組
合
専
従
の
み
に
説

明
。
そ
の
場
で
当
局
に

抗
議
、
そ
の
後
、
緊
急

抗
議
で
増
員
要
求
。 

 

■
広
島
介
護
労 

酒
井
代
議
員 

 

昨
年
の
介
護
報
酬
改

定
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
事
業
所
の
報
酬
を
切

り
下
げ
た
た
め
、
事
業

所
の
廃
業
倒
産
が
過
去

最
高
、
安
芸
太
田
町
は

ゼ
ロ
に
。
国
は
さ
ら
に

介
護
保
険
制
度
の
改
悪

を
企
て
て
お
り
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負

担
、
原
則
１
割
負
担
を

２
割
へ
大
幅
に
増
や

す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

作
成
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
有

料
化
。
要
介
護
１
、
２

の
方
の
生
活
支
援
を
国

の
保
険
制
度
か
ら
外

し
、
自
治
体
の
総
合
事

業
に
移
行
す
る
と
い
う

内
容
。
こ
の
三
大
改
悪

案
を
実
施
さ
せ
な
い
た

め
、
国
会
請
願
署
名
に

協
力
い
た
だ
き
た
い
。 

 

■
女
性
部 

橋
本
代
議
員 

 

自
治
体
・
公
共
職
場

に
は
た
ら
く
女
性
の
学

習
会
で
軍
都
廣
島
の
加

害
と
被
害
に
つ
い
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

し
た
。
座
学
で
は
原
爆

被
害
に
つ
い
て
国
の
責

任
や
非
人
道
的
な
核
兵

器
を
廃
絶
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
学
ん
だ
。
は

た
ら
く
女
性
の
広
島
県

集
会
で
、
原
爆
に
付
い

て
い
る
名
前
が
「
リ
ト 

ル
ボ
ー
イ
」
「
フ
ィ
ッ

ト
マ
ン
」
と
い
う
男
性

名
で
あ
る
こ
と
は
、
男

性
は
力
強
く
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
意
味

し
、
そ
れ
は
力
で
平
和

を
つ
く
る
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
と
一
緒
の
考
え
方

と
学
ん
だ
。
日
本
は
ア

メ
リ
カ
に
追
随
す
る
の

で
は
な
く
外
交
を
大
事

に
す
べ
き
だ
。 

 

■
広
島
市
児
童
館
労
組 

加
山
代
議
員 

 

児
童
館
労
組
の
組
織

率
は

82

・
５
％
、
新

規
採
用
者
や
未
加
入
の

方
に
声
掛
け
し
１
名
加

入
。
引
き
続
き
、
共
済

加
入
も
呼
び
か
け
て
い

る
。
一
部
の
館
長
で
採 

用
年
月
が
同
じ
場
合

で
、
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
導
入
前
と
後
で

は
、
導
入
後
の
館
長
の

方
が
賃
金
が
高
い
こ

と
、
館
長
よ
り
主
任
が

賃
金
が
高
い
こ
と
、
主

任
か
ら
館
長
に
昇
格
し

た
時
に
主
任
の
方
が
賃

金
が
高
い
こ
と
が
判

明
。
組
合
が
粘
り
強
く

要
求
し
１
月
に
改
定
。

秋
の
交
渉
で
も
賃
上

げ
、
駐
車
場
確
保
、
駐

車
場
代
も
ん
だ
、
育
休

制
度
見
直
し
、
男
女
別

ト
イ
レ
設
置
等
が
ん
ば

り
た
い
。 

 

■
広
島
市
留
守
家
庭 

 

子
ど
も
会
労
組 

森
貞
代
議
員 

 

若
年
層
の
大
幅
賃
金 

増
や
勤
勉
手
当
支
給
等

で
新
規
採
用
者
数
が
増

え
、
途
中
退
職
者
も

減
っ
た
が
、

65
歳
以

上
の
再
雇
用
の
方
に
支

え
ら
れ
て
い
る
。
施
設

の
問
題
で
は
、
定
員
以

上
を
受
け
入
れ
ざ
る
を

得
な
い
、
代
休
日
・
閉

庁
日
に
教
室
使
用
不

可
、
ロ
ッ
カ
ー
や
机
が

な
い
等
、
子
ど
も
た
ち

は
い
つ
も
と
違
う
環
境

に
戸
惑
い
を
隠
せ
な

い
。
子
ど
も
た
ち
の
健

全
で
快
適
な
居
場
所
づ

く
り
の
た
め
に
も
組
織

拡
大
に
努
め
た
い
。
新

規
採
用
者
へ
の
声
か
け

へ
「
増
や
す
人
を
増
や

す
」
活
動
で
、
組
合
の

存
在
意
義
が
広
く
知
っ

て
も
ら
え
る
機
会
に

な
っ
た
。  

 

討
論
で
は
様
々
な
発
言
が 

２０２６年度 大会スローガン 
 

憲法 地方自治をいかし、 人権が尊重される平和な社会を 

仲間を増やし働きがいと 魅力ある職場をつくり、 公共を取りもどそう 

自治研イメージキャラクター＆ニュースタイトル 

最優秀賞・特別賞おめでとう！ 

 第18回地方自治研究全国集会in広島のニュースタ

イトル&イメージキャラクターの最優秀賞・特別賞

受賞者へ記念品授与が行われました。  

       最優秀賞「もみじっちん」 

 児童館労組 垣下りささん 

     イメージキャラクター 

特別賞「もみじちけんたろう」 

広島市ひと・まち労組 廣目千恵美さん 

 ニュースタイトル 

最優秀賞 

 「LET’S GO ひろしま自治研」 

  県本部 小川未来さん 

特別賞「まなびん」 

 広島市ひと・まち労組 中村花央里さん 

10月19日(日)ロードビルにてオンライン併用開催 

mailto:hjrouren@urban.ne.jp
http://urban.ne.jp/home/hjrouren


 

 

 

10/27（月）、 

「2025年度関連

連絡度秋の統一

要求書」と団結      

署名629筆を提

出。人件費・物価

の高騰による指定管理料の不足、そ

れに伴い施設修繕が不十分なこと、

特に専門職・非正規職員枠での人員

不足、同一労働同一賃金の実現につ

いて、指定管理期間中でも予算の追

加配分やリスク分担の見直し、賃金

労働条件の見直しを、関連団体とし

て市に求めることを訴えました。 

 賃金改定では、全職員に市の改定

と同様の改定実現、市職員と差が出

ない昇格の実現、その予算を確保す

ることを念押ししました。 

 理事者からは、要求書を受け、市

の状況を確認しつつ、誠実に協議

し、11/26に回答交渉を行うことを確

認しました。 

ひろしま自治労連                          ２０２５年１１月１５日号  

■
非
正
規
連
絡
会
ヒ
ロ
シ
マ 

加
藤
代
議
員 

 

９
月
27
日
に
学
習
総

決
起
集
会
開
催
、
43
名

参
加
。
「
組
合
を
知
ろ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
組

合
の
「
見
え
る
化
」
を

目
指
し
、
各
単
組
の
現

状
、
成
果
を
報
告
後
、

グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
を

行
っ
た
。
秋
の
賃
金
交

渉
に
向
け
て
労
組
へ
の

理
解
を
深
め
、
意
思
統

一
で
き
た
。

10
月

17

日
、
第
１
回
の
賃
金
統

一
交
渉
、
56
名
参
加
。

重
点
要
求
と
２
４
１
２

筆
の
団
結
署
名
提
出
。

４
号
昇
級
、
昇
級
上
限

撤
廃
、
常
勤
職
員
並
み

の
各
種
手
当
、
退
職
金

支
給
等
を
要
求
、
職
場

の
現
状
、
ベ
テ
ラ
ン
職

員
の
何
も
の
に
も
代
え

難
い
経
験
、
ス
キ
ル
を

軽
視
し
な
い
こ
と
を
訴

え
た
。 

 

■
広
島
市
職
労 

塩
見
代
議
員 

 

広
島
市
は
、
広
島
市

障
害
者
で
あ
る
職
員
活

躍
推
進
プ
ラ
ン
を
策

定
、
法
定
雇
用
率
を
達

成
、
外
か
ら
は
良
い
状

況

と

み

え

る
。
し

か

し
、
障
害
を
持
つ
職
員

か
ら
は
仕
事
、
人
間
関

係
、
職
場
で
の
無
理
解

等
で
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
、
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
う
と
70
名
か
ら
回

答
が
届
い
た
。
組
合
と

し
て
要
求
書
作
成
、
交

渉
し
た
が
ま
だ
改
善
さ

れ
て
い
な
い
。
今
は
生

の
声
の
交
流
で
、
「
自

分
だ
け
が
苦
し
ん
で
い

る
こ
と
で
は
な
い
」
と

気
づ
き
、
組
合
加
入
も

あ
っ
た
。
困
っ
て
い
る

こ
と
を
安
心
し
て
話
が

で
き
る
場
こ
そ
組
合
で

あ
り
、
運
動
前
進
の
力

に
し
た
い
。 

 

■
広
島
市
職
労 

柴
野
代
議
員  

 

事
務
所
衛
生
基
準
規

則
が
示
す
基
準
を
満
た

す
た
め
、
広
島
市
役
所

本
庁
舎
の
女
性
ト
イ
レ

に
つ
い
て
本
庁
の
衛
生

委
員
会
で
議
題
に
。
現

在
本
庁
の
女
性
職
員
は

１
２
２
９
０
人
で
全
職

員
の
33
％
、
女
性
ト
イ

レ
の
前
に
並
ば
れ
て
い

る
こ
と
、
女
性
活
躍
推

進
プ
ラ
ン
の
視
点
か
ら

増
設
が
衛
生
委
員
会
で

取

り

上

げ

ら

れ
、
ま

た
、
市
民
か
ら
臭
気
の

点
で
苦
情
が
あ
る
等

で
、
昨
年
改
修
工
事
が

始
ま
り
、
女
性
ト
イ
レ

は

38
器
か
ら

60
器
で

個

室

洋

式

化
。
そ

の

他
、
多
目
的
ト
イ
レ
の

充
実
や
16
階
に
は
個
別

の
休
憩
室
が
設
け
ら

れ
、
時

間

外

の

ミ

ー

テ
ィ
ン
グ
も
可
な
ど
環

境
整
備
が
行
わ
れ
る
。 

 

■
広
島
市
関
連
連
絡
会 

林
代
議
員 

 
広
島
市
関
連
連
絡
会

統
一
交
渉
の
窓
口
は
広

島
市
都
市
整
備
公
社
が

担
っ
て
い
た
が
、
組
合

解
消
に
伴
い
、
窓
口
を

降
り
る
意
向
を
表
明
。

次
の
窓
口
が
決
ま
る
よ

う
都
市
整
備
公
社
や
各

財
団
に
要
請
し
続
け
、

６
月
末
、
夏
の
統
一
交

渉
が
実
施
で
き
た
。
７

～
８
月
の
対
市
交
渉
の

場
で
は
、
広
島
市
に
公

の
施
設
に
対
す
る
責
任

を
問
い
、
人
件
費
や
運

営
費
の
増
額
を
要
求
。

ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
の
指

定
替
え
に
伴
う
臨
時
職

員
雇
い
止
め
、
動
物
園

の
熊
出
没
対
策
の
不

足
、
公
民
館
や
図
書
館

の
運
営
費
と
人
材
不
足

を
訴
え
た
が
、
分
権
課

長
は
、
限
り
あ
る
予
算

の
中
で
優
先
順
位
を
つ

け
る
、
と
回
答
さ
れ
、

組
合
は
市
議
会
へ
の
働

き
か
け
を
検
討
し
て
い

る
。 

■
市
労
組
み
よ
し 

大
谷
代
議
員 

 

国
の
人
勧
準
拠
に
基

づ
き
改
定
が
あ
る
が
、

物
価
高
騰
に
追
い
つ
か

ず
、
自
家
用
車
保
有
が

必
須
の
自
分
た
ち
に
は

ガ
ソ
リ
ン
価
格
も
懸

念
。
職
員
の
ほ
と
ん
ど

が
車
通
勤
、
手
当
が
足

り
ず
持
ち
出
し
し
て
い

る
の
が
実
態
。
ま
た
、

高
速
料
金
に
つ
い
て
、

採
用
当
時
か
ら
広
島
市

か
ら
通
勤
し
て
い
る
職

員
に
は
高
速
料
金
が
支

給
さ
れ
る
が
、
採
用
後

に
結
婚
を
理
由
に
広
島

市
か
ら
通
勤
す
る
こ
と

に
な
っ
た
職
員
は
該
当

し
な
い
。 

 
親
の
介
護
等
を
理
由

と
し
た
転
居
な
ら
支
給

さ
れ
る
。 

 

地
域
に
は
地
域
の
課

題
が
あ
る
こ
と
を
理
解

し
て
ほ
し
い
。 

第18回地方自治研究全国集会in広島プレプレ企画 

「もっと聞きたい！仲間の仕事」 

10

月

19

日
（
日
）

広
島
自
治
労
連
第
36
回

定

期

大

会
（
１

面

掲

載
）
の
午
前
中
、
来
年

10
月
に
広
島
市
で
開
催

さ
れ
る
「
第
18
回
地
方

自
治
研
究
全
国
集
会
」

の

プ

レ

プ

レ

企

画

「
も
っ
と
聞
き
た
い
！

仲
間
の
仕
事
」
を
テ
ー

マ
で
学
習
会
を
行
い
、

２
名
の
組
合
員
か
ら
仕

事
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

昨
年
７
月
か
ら
開
催

し
た
「
連
続
学
習
会
」

が
好
評
だ
っ
た
こ
と
を

受
け
て
の
開
催
で
も
あ

り
ま
す
。 

お
一
人
目
は
広
島
市

会
計
労
組
執
行
委
員
の 

 

森
山
さ
ん
が
広
島
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。 

消
費
者
か
ら
の
相
談

を
受
け
、
ト
ラ
ブ
ル
解

決
の
助
言
や
事
業
者
と

の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、

安
心
・
安
全
な
消
費
生

活
を
支
え
て
い
ま
す
。

近
年
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
き
っ

か
け
と
し
た
投
資
詐
欺

や
定
期
購
入
ト
ラ
ブ

ル
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
不
正
利
用
な
ど
の

相
談
が
増
加
。 

被
害
防
止
に
は
早
め

の
相
談
と
正
し
い
知
識

が
重
要
だ
と
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
一
方
で
、
相

談
員
の
高
齢
化
・
人
材

不
足
が
深
刻
化
し
て
お

り
、
専
門
性
を
持
つ
相

談
員
が
安
心
し
て
働
き

続
け
ら
れ
る
処
遇
と
、

カ
ス
ハ
ラ
対
策
の
充
実

が
今
後
の
課
題
で
あ
る

と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

お
二
人
目
は
広
島
市

職
労
の
上
村
桃
香
さ
ん

が
広
島
市
児
童
相
談
所

で
の
仕
事
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。 

虐
待
通
告
だ
け
で
な

く
、
18
歳
未
満
の
子
ど

も
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
発
達
や
家
庭
の
悩

み
、
非
行
な
ど
内
容
は

多
岐
に
わ
た
り
、
保
育

士
や
心
理
士
、
社
会
福

祉
職
な
ど
が
連
携
し
て

支
援
を
行
い
ま
す
。 

相
談
は
24
時
間
対
応

で
、
子
ど
も
の
安
全
と

家
庭
の
再
出
発
を
支
え

て
い
ま
す
。 

命
に
関
わ
る
仕
事
だ

か
ら
こ
そ
、
職
員
が
安

心
し
て
働
け
る
体
制
の

充
実
が
必
要
で
す
。
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

の

未
来
を
大

切
に
、

日
々
向
き
合
っ
て
い
ま

す
。 ど

ち
ら
も
市
民
の
た

め
に
あ
る
仕
事
で
あ

り
、
公
務
で
あ
る
こ
と

の
必
要
性
を
感
じ
ら
れ

る
も
の
で
し
た
。 

■ 2025ひろしま自治体学校 ■ 
・12/14（日）13：30～16：30終了予定 

・広島県健康福祉センター 

・記念講演「軍事大国化のなかで人間らしい 

地域づくりと『公共』の再構築をめざす」 

・講師：岡田知弘さん（京都大学名誉教授） 

・特別講演「広島県のコメ作りを担い手問題

から考える」講師：細野賢治さん（広島大学

大学院教授） 

・組合員の参加費は県本部が負担します。 

広島市職労 

上村桃香さん 

広島市会計労組 

森山敏美さん 

第18回地方自治研究全国集

会in 広島・合同会議  
◆ 集会の分科会運営委員を中心

とした初会合 ◆  

＊11月29日（土） 13： 30～

17： 00、アステールプラザ  

＊集会では15分科会・ 1講

座・ 2つの現地分科会を予定  

●広島自治労連女性部第32回定期大会● 

・12/21（日）10：00～12：00 

・ロードビルからオンライン併用開催 
・内容 

  10：00～10：40 落語 

   秋風亭小まゆさん   

  10：40～12：00 第32回定期大会 

・性別問わず、どなたでも参加できます。 

 2025秋闘 

非正規連絡会ヒロシマ 

広島市関連連絡会 

 11/4（火）7：45から非正規ヒロシマは市役所前早朝宣伝を行い、

広島市職労、留守家庭労組、児童館労組、会計労組、県本部から38人

参加。横断幕「昇給４号！上限なくせ！！」の他、過去に作成した横

断幕も掲示し、市役所正面入口前、市役所東側入口前、中区役所前で

宣伝を行い、チラシ1100枚を配布しました。当日は10時から第2回交

渉にのぞみ、現場の実態を訴え、待遇改善の必要性を訴えました。 

非
正
規
ヒ
ロ
シ
マ 

広島市関連連絡会 

各財団理事者 

中村議長、横田副議長 

 


